
根津美術館
所　　　蔵

諸宗雑抄紙背文書（抄）

歴　史　研　究　室

　根津美術館所蔵の「諸宗雑抄」（書蹟256号）は31点（袋綴装その他）よりなるが，本来一つの

まとまった書ではなく，各種の聖教を取りまとめ一括したものに同館で仮にこの名を付したも

のである。書写年代も鎌倉時代より室町時代にまでわたっている。これらはその奥書・印記そ

の他より，興福寺並びに法隆寺に関係の深いもので，もとは両寺の旧蔵にかかるものと推定さ

れる。その中には紙背文書を有するものが13冊あるが，そのうち内容上興味あるもの若干を選

んで紹介したい。ここに取り上げたものはいずれも暦応２年(1339)乃至康永３年(1334)の南

北朝時代初期の奥書を持っており，紙背文書も鎌倉時代最末期から南北朝時代初頭に書かれた

ものと推定される。

　以下個々の文書について簡単に説明を加えたい。（1）の神崎庄は讃岐国にあり，興福寺三面僧

房領である。（2），㈲，（9），㈲，匈は摂津国垂水牧内中条（中条牧とも呼ぶ）関係文書である。

同牧は近衛家領であったが，のち領家職は春日社領に寄進され，春日神社文書中にも関係史料

が少くない。（9），㈲には行益契約状案が見えるが，いずれも「公用」或は「季頭用途」のため

に行益が中条牧内の名主職などの所務を年季売したものである。仰の嘉暦３年(1328) 4月10

日行益契約状案に「御教書ヲ相副」とあるが，この御教書は同じ㈲所載の嘉暦３年４月９日付

御教書を指すものであろう。そしてこの御教書の充先にある「安芸宗左衛門尉」こそはこの行

益その人であろう。この御教書の発給者については，垂水牧の本所が近衛家であること，また

これと関連する旧未季頭衆中状案を併せ考えると近衛家より出されたもので，近衛基嗣御教書

ではなかろうか。所領の年季売りに際して予じめ御教書を請うている例は少なく，珍しい史料

である。

　（乱㈲，㈲，㈲はいずれも大和国宇陀郡内にあった井足庄の文書で，康永年間頃宇陀郡の豪

族の一人秋山宰相房が悪党を率いて庄内に乱入した事件に関するものである。　この４通とも

に，秋山の乱妨を防ぐために，当庄代官桧牧円阿と興福寺との間にかわされたものである。

㈲,㈲,仰は春日社仁王講供料米請取状であるが，袖判の花押が版刻であることが注目される。

なお亦取現業抄の紙背文書は全11通あるが，いずれも同じ請取状で，すべてに同一の版刻花押

が捺されている。版刻花押については荻野三七彦氏が論じておられるが（『印章』）最古の永仁３

年・正安２年のものはいずれも一切経供米請取状（或は春日社か）であり，同時に大量に発給す

る場合手間を省くために版刻花押が用いられることがあったものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中　稔）
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状
如
件
、

　
　
正
中
二
年
十
月
四
目
　
　
末
重
び
判

�
　
春
日
社
瓦
屋
談
義
雑
掌
永
賓
申
状
土
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
４
紙
）

営
吐
瓦
屋
談
義
雑
掌
永
賓
中
、

西
大
寺
小
田
一
一
段
間
事
、
彼
寺
公
文
重
恵
栃
公

　
　
　
　
　
　
沙
汰

文
田
、
致
興
行
り
之
問
、
―
段
之
内
、
於
一
反

者
、
自
康
治
二
年
り
送
年
序
事
、
已
及
百
八
十

余
才
、
今
一
段
者
、
自
元
久
元
年
代
く
知
行
、
又

経
百
廿
余
年
了
、
随
而
調
度
文
書
り
歴
支
、
所

詮
り
宣
初
公
文
田
者
、
自
何
時
代
何
公
文
之
時

令
放
券
哉
、
可
出
所
見
之
山
令
中
于
、
于
今
無

其
支
撰
但
於
建
長
検
注
帳
者
非
沙
汰
之
限
、
次

埓

於
今
二
反
者
、
先
公
文
範
盛
之
先
祀
口
口
之
間
、

口
之
處
中
之
、
是
又
於
胸
臆
今
案
者
、
非
沙
汰

之
限

ゝ　こ

同
出
支
讃
可
明
中
之
由
、
先
欠
目
白
言
上

了
址
二
所
詮
此
等
土
之
地
口
口
之
後
、
於
訴
陳

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｌ
　
　
　
　
Ｉ
‰

之
委
細
者
り
可
申
所
存
厄
、

嘉
戸
二
年
十
一
月
　
日

�
　
摂
津
国
中
条
牧
内
安
房
・
西
有
光
両
名
重

　
　
書
案
（
行
益
契
約
状
案
・
近
衛
家
御
教
書

　
　
案
）
（
聊
６
・
５
紙
）

「
安
房
有
光
契
約
丼
御
教
書
案
文
」

契
約
　
雍
津
國
中
條
御
牧
内
安
房
西
有
光
雨
名

　
　
　
　
　
　
　
　
南
都
神
物
方
に
避
出
事

　
　
合
倍
拾
貫
文
者
肘
詰
七
名
落
田
　
在
判

右
名
支
所
務
、
自
明
後
年
午
歳
至
于
酉
歳
四
ヶ

年
万
雑
公
事
等
、
一
円
不
輸
仁
御
教
書
。
相
副
、

御
物
方
所
避
出
賓
也
、
但
明
年
所
務
者
、
惣
牧

御
教
書
に
一
円
に
載
之
上
者
、
不
可
有
子
細
、
然

者
惣
都
合
之
年
季
、
可
焉
五
ヶ
年
者
也
、
又
鳥

天
下
一
同
大
損
亡
時
者
、
延
年
季
可
有
其
沙
汰
、

且
厳
重
祚
物
上
者
、
更
ぐ
不
可
有
子
細
、
猶
以

背
此
契
約
之
旨
令
致
違
乱
者
、
春
日
大
明
神
可

蒙
御
罰
侯
、
掲
後
目
契
約
之
状
如
件
、

　
　
嘉
暦
參
年
四
月
十
日
　
行
盆
在
判

撮
津
國
中
條
牧
内
安
房
・
西
有
光
両
名
、
自
明

後
年
四
ヶ
年
契
約
季
頭
之
旨
被
聞
食
了
、
不
可

有
相
違
之
由
、
被
仰
下
之
状
如
件
、

　
　
嘉
暦
三
年
四
月
九
日
　
前
丹
波
守
在
御
判

　
　
安
藤
宗
左
衛
門
尉
殿

�
　
未
季
頭
衆
申
状
案
（
潟
７
紙
）

「
未
季
頭
申
状
案
峠
鸚
賢
才

未
季
頭
衆
申
、
以
撮
津
國
中
条
御
牧
昌
質
物
、

借
与
御
物
之
所
見
借
書
等
弁
所
残
季
頭
物
注
文

面
支
分
進
上
之
、
子
細
各
大
見
彼
状
等
値
、
御

物
未
返
分
、
猶
以
莫
大
之
上
者
、
任
御
教
書
等

之
旨
、
未
季
頭
衆
等
如
元
可
致
所
務
者
也
、
就

中
如
先
度
言
上
、
年
預
雑
掌
等
於
責
取
分
者
、

悉
可
令
純
返
之
由
、
居
密
可
有
御
下
知
之
旨
、

重
可
被
執
申
本
所
　
近
衛
殿
之
趣
、
評
定
申
候
。

　
　
正
慶
元
年
六
月
　
日

�
　
鎌
倉
幕
府
評
定
衆
等
交
名
（
ｙ
９
紙
）

（
北
條
泰
家
）

（
隔
臣
親
栄
三
　
道
緊

相
模
左
近
大
夫
賠
監
入
道
刑
部
権
大
輔
入
道

　
　
（
秋
山
城
介
時
頌
）

城
入
道
延
引

　
　
（
二
隣
堂
貞
藤
）

出
羽
入
道
道
蕩

　
　
（
太
川
峙
連
）

信
乃
入
道
道
人

　
　
（
長
崎
高
則
）

長
崎
左
衛
門
人
道

　
　
（
穴
佛
）

駿
川
守
貞
直

　
　
（
一
．
階
堂
け
貞
）

山
城
人
道
行
眺

後
佐
信
乃
入
道
壹
枇

　
　
（
二
階
堂
忠
貞
）

伊
勢
入
道
け
意

同
新
左
衛
門
尉
高
頁
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密
御
罰
之
由
雖
下
知
候
、
落
居
之
分
難
知
候
、

則
及
口
合
戦
之
由
使
者
巾
之

り
此
上
事
且
可
錫
何
様
候
哉
、
差
下
神
人
等
、

相
鯛
近
湯
輩
、
不
可
見
継
宰
相
房
之
由
可
口

下
知
候
歓
、
且
又
可
令
与
力
地
下
代
官
由
、

可

令
下
知
政
歓
、
可
有
御
評
定
候
哉
、

�
　
興
福
寺
供
目
代
某
書
状
土
代
（
第
1
6
紙
）

営
國
閥
所
領
學
侶
管
領
内
井
足
庄
者
、
専
具
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
右

隆
析
足
知
行
之
處
、
秋
山
宰
相
房
寄
事
於
宮
仰

率
引
敷
多
悪
黛
、
乱
入
庄
家
之
条
太
不
可
然
、

就
之
於
被
見
継
彼
悪
黛
等
者
、
可
錫
同
科
候
、

営
庄
代
官
り
檜
牧
円
阿
候
之
上
者
、
令
与
同
彼

沙
汰
、
可
被
追
放
悪
賞
候
者
、
殊
可
員
忠
勤
候
、

若
埓
無
沙
汰
者
後
勘
定
難
遁
去
欺
之
由
、

り
學
侶
評
定
侯
也
、
恐
ぐ
謹
言

　
　
十
月
廿
二
目
午
刻
供
目
代
ｘ
ｌ

宇
陀
郡
寺
盤
國
民
等
御
中

〔
亦
取
現
業
抄
紙
背
文
書
一

　
（
暦
庖
二
年
六
月
十
九
目
懐
銀
書
寫
交
合
奥
書

㈲
　
菊
石
丸
春
日
社
仁
王
講
布
施
米
請
取
状

「
二
斗
八
舛
五
（
口
六
夕
　
片
（
（
言
上

　
　
　
　
（
版
刻
花
押
）

請
　
春
口
祗
仁
王
講
御
布
施
米
事

　
合
貳
斗
捌
舛
五
合
六
夕
者

右
去
年
十
十
一
月
合
ニ
ケ
月
分
憂
舜
法
師
所
請

之
状
如
件
、

　
　
暦
庖
元
年
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
請
使
菊
石
丸

㈲
　
頼
守
等
春
日
社
仁
王
講
供
料
請
取
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
６
紙
）

（
端
裏
書
）

「
二
斗
八
舛
五
合
六
夕
　
學
善
房
」

　
　
　
　
（
版
刻
花
押
）

請
　
　
春
日
祗
仁
王
講
供
析
事

　
合
貳
斗
伍
舛
伍
合
貳
夕

右
建
武
四
年
十
月
十
一
月
之
分
、
所
請
之
状
如

件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
學
善
坊

暦
庖
元
年
十
二
月
五
日
　
頼
守
（
花
押
）

請
使
増
力
法
師

�
　
徳
寿
丸
春
日
社
仁
王
講
布
施
米
請
取
状

二
Ｉ
斗
八
舛
五
言
六
夕
　
観
舜
戸
一

　
　
　
　
（
版
刻
花
押
）

請
　
春
日
紅
仁
王
講
御
布
施
事

　
合
貳
斗
八
舛
五
合
六
夕
者

右
件
御
布
施
者
、
建
武
四
年
十
十
一
雨
月
之
分
、

懐
重
観
舜
房
所
請
之
状
如
件
、

　
　
暦
庖
元
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
使
徳
壽
丸

〔
勝
軍
比
量
事
紙
背
文
書
〕

　
　
（
康
永
三
年
七
月
一
日
尭
寛
書
寫
奥
書
）

�
　
末
重
季
頭
用
途
借
請
状
（
第
１
紙
）

「
ひ
こ
二
郎
ね
き
の
し
や
う
案
」

か
り
く
る
き
と
う
の
よ
う
と
う
の
事

　
　
合
貳
貫
文
者

右
件
用
途
（
、
百
文
へ
ち
に
五
文
つ
ｘ
の
り
ふ

ん
を
く
わ
へ
て
、
来
十
月
中
さ
た
を
卜
た
し
侯

へ
く
候
、
た
ｘ
し
ｘ
ち
物
二
（
、
撮
津
國
水
尾
大

し
ん
の
り
し
や
の
御
は
う
五
貫
文
二
通
を
入
を

き
候
、
も
し
一
江
卜
す
き
候
（
八
も
ん
そ
に
ま

か
せ
て
め
さ
且
候
へ
く
候
、
そ
の
特
ゆ
め
く

し
さ
レ
を
巾
悦
寸
し
く
瞑
、
筒
鳥
冷
卜
‥
撰
文
之
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十
二
月
十
八
日
　
　
縁
快
上

　
　
［
Ｌ

（
檀
紙
切
封
ウ
（
書
）

「
　
　
（
切
封
）

　
　
進
之
候
　
　
　
　
　
　
縁
快
上

（
異
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

関
　
梅
多
利
丸
申
状
土
代
（
ｊ
６
紙
）

梅
多
利
丸
申
　
池
中
事

　
就
尭
弁
得
業
死
去
、
栃
親
類
井
門
弟
輩
等
、

　
構
出
無
窮
虚
誕
、
背
先
師
行
事
、
押
取
住
坊

等
間
、
り
訴
申
御
寺
務
處
、
以
被
召
二
問
二

答
訴
、
于
今
被
閣
御
成
敗
了
、
彼
門
徒
等
依

非
分
沙
汰
、
噌
放
荒
言
条
鎬
不
便
次
第
上
者
、

急
有
り
礼
明
理
非
、
任
先
師
支
配
口
口
預
御

成
敗
間
事
、

　
　
（
以
下
料
紙
余
内
ア
リ
）

㈲
　
某
書
状
（
檀
紙
欠
）
（
第
７
紙
）

今
日
廿
三
日
御
札
同
廿
七
日
到
来
、
委
細
承
了
、

抑
中
条
牧
営
年
請
析
間
事
、
牧
外
分
沙
汰
仕
侯

由
承
了
、
砥
原
次
郎
殿
同
心
に
沙
汰
仕
侯
へ
く

侯
、
此
間
年
預
殿
定
使
を
被
下
候
て
、
可
被
其

沙
汰
侯
由
被
申
候
、
此
分
を
令
申
候
て
、
さ
だ

仕
候
へ
く
候
、

一
　
　
　
　
　
　
　
　
（
檀
紙
欠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㈲
　
摂
津
國
中
條
牧
文
書
案
（
行
盆
契
約
状
案
・

　
　
某
契
約
状
案
）
（
第
1
2
紙
）

一
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
欠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
於
今
度
公
用
者
〕

本
利
仁
可
被
立
用
所
口
口
口
口
口
口
口
口
年
以

午
歳
年
貢
被
遂
散
用
、
有
残
所
者
、
此
公
用
与

彼
是
未
歳
一
ヶ
年
分
年
貢
令
不
足
者
、
雖
鶏
何

ケ
年
、
彼
用
途
本
利
仁
相
営
之
程
、
可
被
知
行
、

其
間
於
雑
掌
得
分
物
者
、
先
度
可
任
契
約
之
旨

者
也
、
但
於
本
所
御
教
書
者
、
以
前
契
約
之
時
、

貳
ケ
年
分
被
載
上
者
、
更
く
不
可
有
子
細
腕
、

価
鴇
後
日
契
約
之
状
如
件
。

　
　
　
元
徳
貳
年
十
二
月
廿
八
日
　
行
盆
在
判

契
約
　
撮
津
國
中
條
牧
内
穂
積
八
郎
忠
尚
跡
今

　
　
　
明
雨
年
所
務
職
事

右
件
子
細
者
、
季
頭
用
途
參
拾
貫
文
向
彼
年
貢

所
令
借
用
賓
也
、
但
毎
月
貫
別
加
五
拾
文
充
利

口
、
慌

（
後
欠
）

飯
一
円

�
　
某
文
書
案
（
惟
知
中
状
案
他
）
（
第
1
3
紙
）

一
　
　
　
　
（
前
欠
）

－
御
在
判

　
在
判

　
在
判

以
釣
御
園
年
貢
内
七
ヶ
年
、
被
返
与
熊
丸
名
前

雑
掌
之
由
申
入
候
了
、
可
得
御
意
之
由
、
可
申

旨
候
也
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
十
一
月
十
一
日
　
　
　
惟
知
上

二
位
宰
相
入
道
殿

�
　
沙
弥
円
阿
書
状
（
第
1
4
紙
）

不
取
敢
申
入
候
、
自
秋
山
辰
之
口
井
足
庄
武
者

に
て
被
入
て
説
之
由
、
相
向
候
て
子
細
様
尋
申

候
は
ん
す
口
に
て
説
、
定
合
戦
説
（
ん
す
か
、

涯
分
者
不
可
有
疎
略
説
、
被
御
使
下
、
可
有
御

賓
検
候
歓
、
此
趣
可
有
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
十
月
廿
日
　
沙
弥
円
阿
（
花
押
）

　
角
院
御
坊

�
　
興
福
寺
供
目
代
某
書
状
土
代
（
第
1
5
紙
）

閥
所
跡
内
井
足
庄
夕
評
定
處
、
秋
山
宰
相
房
昨

目
辰
刻
率
軍
勢
乱
入
庄
家
、
群
集
一
所
、
欲
責
取

年
貢
之
間
、
地
下
代
官
檜
牧
円
阿
致
問
答
、
可

令
り
涯
分
防
禦
之
由
、
馳
申
候
之
間
、
可
有
銀
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〔
雑
談
抄
紙
背
文
書
〕

　
　
（
康
永
元
年
九
月
三
日
書
寫
奥
書
）

(1)

寛
縁
神
崎
庄
地
頭
方
年
貢
請
取
状
（
第
１
紙
）

請
申
　
祚
崎
庄
地
頭
方
年
貢
事

　
合
七
百
五
十
文
者

右
東
室
馬
道
以
東
第
六
坊
分
、
所
請
之
状
如
件
、

　
建
武
四
年
十
一
月
六
日
　
寛
縁

師
　
範
俊
書
状
（
第
４
紙
）

　
　
　
御
教
書
・
事
書
同
給
候
了
、

中
條
牧
事
、
事
書
一
通
給
候
了
、
忿
可
令
申
沙

汰
候
、
恐
ぐ
謹
言
。

　
　
八
月
十
日
　
　
口
口

㈲
　
道
種
書
状
（
第
６
紙
）

昨
日
入
見
參
候
瀧
尻
庄
山
木
之
間
事
、
支
譲
状

案
文
三
通
進
覧
渓
、
恐
惶
謹
言
。

　
　
八
月
十
六
目
　
道
種
状

角
院
御
坊

〔
勝
軍
比
量
短
釈
紙
背
文
書
〕

　
　
（
康
永
三
年
七
月
六
日
尭
寛
書
寫
奥
書
）

㈲
　
専
憲
書
状
（
第
１
紙
）

（
端
裏
ウ
（
書
）

「
　
　
　
（
切
封
）

　
角
院
御
房
　
　
　
　
専
憲
」

　
　
　
　
所
唆
分
可
片
下
げ
候
、

今
北
上
分
米
可
被
引
召
侯
、
何
年
何
侯
け
る
や

ら
ん
、
不
分
明
候
也
、
事
ぐ
期
參
會
候
、
恐
欠

謹
言
、

　
　
十
二
月
廿
七
日
　
専
憲

　
角
院
御
房

㈲
　
沙
汰
円
阿
書
状
（
第
２
・
３
紙
）

　
就
井
足
庄
事
急
中
入
限
、
秋
山
宰
椙
房
被
使

　
者
入
限
、
不
用
限
處
、
重
庄
家
口
乱
入
之
由

　
被
申
候
、
則
自
秋
口
之
り
や
う
し
の
案
可
進

　
限
、

一
井
足
庄
百
姓
に
付
損
亡
事
、
重
歎
状
進
候
、

　
子
細
状
見
候
歓
、
次
急
御
年
貢
可
令
沙
汰
之

　
間
、
下
知
仕
限
之
處
、
損
亡
申
定
候
て
後
、

　
可
令
沙
汰
仕
之
間
申
口
限
、
且
可
有
御
計
候
、

　
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
十
月
十
七
日
　
円
阿
（
花
押
）

　
　
角
院
御
坊

（
疆
紙
切
封
ウ
（
書
）

「
　
　
（
切
封
）

㈲
　
縁
快
書
状
（
第
５
・
４
紙
）

其
後
久
不
令
申
入
候
、
何
條
御
事
哉
、

一
営
寺
毎
年
正
月
五
日
、
羅
喉
羅
供
と
て
行
事

　
候
、
而
往
房
十
二
三
歳
よ
り
同
宿
仕
候
憚
勝

な
と
申
候
、
今
年
沙
汰
弥
知
事
と
申
候
、
件
供

養
と
り
い
と
な
み
侯
、
用
途
四
五
貫
入
事
、
此
漫

無
才
學
侯
、
は
た
と
事
か
き
候
、
可
有
と
も

不
存
侯
へ
と
も
、
千
万
御
才
學
も
や
候
（
ん

す
ら
ん
と
存
侯
て
、
事
か
け
候
ま
ヽ
に
入
申

　
　
　
　
　
〔
法
蓮
力
〕

候
、
返
納
足
二
（
ロ
ロ
蓮
定
房
と
申
候
仁
、

　
た
し
か
に
た
ひ
候
（
ん
す
る
事
候
、
今
明
日

　
難
治
子
細
候
、
正
月
中
二
（
決
定
可
令
返
進

　
候
、
又
五
百
・
一
貫
に
て
院
と
も
候
ぬ
へ
く

　
可
預
借
存
候
、

一
先
度
腫
物
と
か
く
加
療
治
候
、
無
別
事
候
、

　
又
去
五
日
よ
り
悪
腫
物
出
院
、
と
か
く
さ
は

　
口
り
候
、
於
今
者
又
不
可
有
相
違
候
、
即
今

　
日
よ
り
薬
ス
は
き
取
候
て
、
高
薬
ヲ
可
付

　
と
申
院
、
此
雨
三
日
（
中
食
粥
も
食
候
也
、

一
年
内
入
堂
心
さ
し
も
候
ヘ
（
、
以
次
可
參
申

　
入
院
、

…
…
（
紙
継
目
）
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一
豊
浦
寺
尼
衆
申
候
味
曾
事
所
口
候
あ
た
口
は

　
つ
れ
も
限
へ
か
し
、
寺
ノ
塔
口
口
釆
ヲ
か
へ

　
し
候
へ
く
限
、
寺
二
御
請
取
限
（
ヘ
便
宜
二

　
可
令
進
之
候
由
、
内
ぐ
可
入
申
候
と
て
、
す

　
ｙ
」
し
中
付
候
て
下
向
仕
了
、
此
由
可
人
中
給

候
恐
惶
尚
言
、
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